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◎亀戸梅屋敷

新たな観光拠点㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀�

◎消費税法改正㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀�

�月17日亀戸梅屋敷を基点に定期運航された水陸両用バス「スカイダック」（写真＝日の丸自動車興業㈱提供)



知
恵
を
拝
借
し
て
よ
り
よ
い
も
の

に
し
て
い
き
た
い
。﹂
と
挨
拶
さ

れ
た
。

研
修
会
は
当
初
、
ス
カ
イ
ダ
ッ

ク
水
陸
両
用
バ
ス
体
験
乗
車
と
亀

戸
梅
屋
敷
に
お
け
る
亀
戸
の
歴
史

探
訪
研
修
会
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、

諸
事
情
に
よ
り
水
陸
両
用
バ
ス
が

思
わ
ぬ
運
休
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
亀
戸
梅
屋
敷
で
の
見
学
研

修
を
行
い
交
流
を
は
か
っ
た
。

こ
の
水
陸
両
用
バ
ス
は
定
期
運

行
と
し
て
は
都
内
で
初
め
て
の
も

の
で
亀
戸
梅
屋
敷
発
着
の
コ
ー
ス

と
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
前
発
着

法人会ニュース 江 東 ひ が し

研
修
会
冒
頭
に
佐
野
青
年
部
会

長
が
、
大
勢
の
参
加
に
謝
意
を
表

す
と
と
も
に
、
自
ら
亀
戸
梅
屋
敷

建
設
に
携
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
建

設
ま
で
の
経
緯
と
苦
労
話
な
ど
を

話
さ
れ
た
。

ま
た
、
亀
戸
梅
屋
敷
の
諸
橋
館

長
が
同
席
さ
れ
、
亀
戸
梅
屋
敷
の

説
明
の
後
﹁
オ
ー
プ
ン
し
て
間
も

な
い
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
お

青
年
部
会
は
平
成

年
�
月
�

25

日
㈭
に
、
�
月

日
に
オ
ー
プ
ン

17

し
た
﹁
亀
戸
梅
屋
敷
﹂
を

名
の

33

参
加
者
を
得
て
見
学
研
修
会
を
行

っ
た
。

の
コ
ー
ス
の
�
つ
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
江
東
区
大
島
の
旧
中
川
沿
い

に
完
成
し
た
﹁
川
の
駅
﹂
か
ら
水

上
に
出
て
遊
覧
し
下
町
の
風
景
な

ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
亀
戸
梅
屋
敷
は
、
亀
戸

駅
か
ら
徒
歩
�
分
の
明
治
通
り
と

蔵
前
通
り
の
交
差
点
角
地
、
旧
三

和
銀
行
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
。

亀
戸
梅
屋
敷
は
、
も
と
も
と
は
、

商
人
、
伊
勢
屋
彦
右
衛
門
所
有
の

別
荘
﹁
清せ
い

香
き
ょ
う

庵あ
ん

﹂
の
こ
と
で
、
亀

戸
三
丁
目
近
辺
に
あ
っ
た
。

庭
内
に
梅
が
多
く
植
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
﹁
梅
屋
敷
﹂
と
呼

ば
れ
、
か
つ
て
存
在
し
た
﹁
臥
龍

梅
﹂
と
名
付
け
ら
れ
た
一
株
は
有

名
で
あ
っ
た
。

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
も
鷹
狩
の

帰
り
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
花
の
季
節
に
は
た
く

さ
ん
の
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

浮
世
絵
師
・
歌
川
広
重
の
傑
作

﹁
名
所
江
戸
百
景
﹂
に
も
描
か
れ

て
い
る
。

新
し
く
建
て
ら
れ
た
亀
戸
梅
屋

敷
の
敷
地
に
は
、
交
流
館
の
梅ば
い

結ゆ
う

館か
ん

と
本
館
の
福ふ
く

亀か
め

館か
ん

の
二
つ
の
建

物
が
あ
り
、
ど
ち
ら
と
も
に
木
材

調
の
部
材
を
使
っ
て
気
品
あ
ふ
れ

る
純
和
風
の
建
物
と
な
っ
て
い
る
。

梅
結
館
は
、
そ
の
昔
、
亀
戸
梅

屋
敷
に
は
景
観
を
求
め
て
多
く
の

人
々
が
集
ま
り
、
華
や
か
な
交
流

を
繰
り
広
げ
た
こ
と
か
ら
、
人
と
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新
た
な
観
光
拠
点
で
地
域
の
活
性
化
を
！

亀
戸
梅
屋
敷
見
学
研
修
会

青
年
部
会

会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

水陸両用バス「スカイダック」

亀戸梅屋敷

挨拶する

佐野部会長

梅屋敷を説明する

諸橋館長

観光もてなし拠点の福亀館

梅結館に展示された郷土品

人
、
人
と
街
を
結
ぶ
市
民
ふ
れ
あ

い
拠
点
と
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に

建
て
ら
れ
た
。

福
亀
館
は
、
亀
戸
の
地
に
根
付

く
長
寿
の
縁
起
物
﹁
亀
﹂
に
あ
や

か
り
、
地
域
の
商
店
街
の
店
主
た

ち
が
選
り
す
ぐ
っ
た
﹁
う
ま
い
も

の
﹂﹁
い
い
も
の
﹂
を
通
じ
て
、
亀

戸
を
訪
れ
た
人
々
に
﹁
福
﹂
を
ふ

る
ま
う
観
光
も
て
な
し
拠
点
と
し

て
建
て
ら
れ
た
。

ま
た
、
福
亀
館
は
亀
戸
を
中
心

に
、
江
東
区
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
情
報
発
信
す
る
た
め
の
観
光
情

報
ゾ
ー
ン
と
亀
戸
を
中
心
に
、
江

東
区
内
の
名
物
、
名
品
を
販
売
す

る
機
能
を
も
ち
あ
わ
せ
て
お
り
亀

戸
梅
屋
敷
を
通
じ
て
今
後
の
江
東

区
内
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
期
待

し
た
い
。



法人会ニュース 江 東 ひ が し(�) 第 424 号 平成 25 年 5 月 1 日



法人会ニュース 江 東 ひ が し平成 25 年 5 月 1 日 第 424 号 (�)

会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

平
成

年
�
月
�
日
㈬
法
人
会

25

館
に
て
、
講
師
に
江
東
東
税
務
署

徴
収
部
門
上
席
徴
収
官

上
田

和
巳

氏
を
迎
え
、﹁
年
貢
か
ら
税

金
へ
﹂
を
テ
ー
マ
に
江
戸
時
代
の

暮
ら
し
や
、
現
代
と
過
去
と
の
違

い
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
の
通
貨
は
三
種
類
あ

っ
た
。
江
戸
で
使
わ
れ
た
金
貨
と

大
阪
の
銀
貨
、
そ
れ
に
庶
民
が
使

っ
た
銭
貨
で
あ
る
。

俗
に
﹁
関
東
の
金
遣
い
﹂﹁
上
方

の
銀
遣
い
﹂
と
い
わ
れ
て
い
た
。

銀
貨
は
重
さ
を
量
る
も
の
が
主
流

で
あ
っ
た
が
金
貨
、
銭
貨
は
枚
数

で
使
わ
れ
た
。
四
文
銭
が
作
ら
れ

多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

物
の
値
段
も
四
の
倍
数
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

江
戸
時
代
は
士
農
工
商
の
身
分

に
分
か
れ
て
い
た
が
、
商
工
を
あ

わ
せ
て
町
人
と
呼
ぶ
。
た
だ
、
狭

義
の
意
味
の
町
人
は
、
裏
長
屋
な

ど
に
住
ん
で
い
る
下
層
の
人
々
は

含
ま
な
い
。
屋
敷
を
持
っ
て
い
る

家い
え

持も
ち

と
呼
ば
れ
る
階
層
だ
け
を
厳

密
に
は
町
人
と
い
う
。

町
方
を
支
配
す
る
幕
府
機
関
は

町
奉
行
だ
っ
た
が
、
そ
の
下
に

町
ち
ょ
う

年ど
し

寄よ
り

と
い
う
役
職
が
あ
り
、

そ
の
元
に
は
町ま
ち

名な

主ぬ
し

と
呼
ば
れ
る

町
役
人
が
補
佐
を
し
て
、
家
持
と

の
間
で
町
政
を
統
括
し
た
。
彼
等

の
給
与
は
家
持
か
ら
徴
収
さ
れ
る

町ま
ち

入
に
ゅ
う

用よ
う

か
ら
支
払
わ
れ
、
現
代

の
公
務
員
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

江
戸
の
町
は
様
々
な
行
商
人
が

行
き
交
う
便
利
な
町
で
、
屋
台
見

世
の
代
表
が
﹁
二
八
そ
ば
﹂
で
あ

る
。
二
八
と
は
小
麦
粉
と
そ
ば
の

割
合
と
も
、
一
杯
の
値
段
十
六
文

な
の
で
、
九
九
の
二
×
八
＝
十
六

か
ら
と
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
は
年
貢
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
っ
た
が
、
明
治
時
代
に
な
る

と
地
券
を
交
付
し
て
一
律
地
価
に

課
税
す
る
地
租
改
正
が
行
わ
れ
、

▼
正
に
、
一
年

の
中
で
一
番

清
々
し
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

▼
お
出
掛
け
に

最
適
。
そ
こ
で
、
地
域
ス
ポ
ッ
ト

の
紹
介
で
す
。

▼
勝
負
の
神
様
創
建
千
三
百
五
十

年
香
取
神
社
や
江
戸
三
十
六
景
の

亀
戸
天
神
太
鼓
橋
な
ど
に
加
え
、

三
月
十
七
日
、
梅
屋
敷
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

▼
更
に
、
三
月
十
六
日

江
東
区

に
都
内
初
﹁
水
陸
両
用
バ
ス
﹂・﹁
カ

ヌ
ー
﹂・﹁
カ
ヤ
ッ
ク
﹂・﹁
足
湯
﹂

等
を
整
備
し
た
旧
中
川
・
川
の
駅

も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

▼
船
番
所
資
料
館
で
歴
史
を
学
べ
、

河
川
敷
で
の
ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
散
策

の
後
、
無
料
の
足
湯
に
つ
か
り
な

が
ら
、
旧
中
川
の
景
色
と
共
に
、

憩
い
の
場
と
し
て
、
利
用
す
る
事

が
出
来
ま
す
。

▼
早
速
、
私
も
水
陸
両
用
バ
ス
に

乗
車
し
、
陸
か
ら
は
街
並
み
散
策
、

川
に
入
水
す
る
瞬
間
は
、
多
く
の

水
し
ぶ
き
を
上
げ
、
ま
さ
に
感
覚

は
遊
園
地
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の

勢
い
で
し
た
。
皆
様
も
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

︵
荻
︶

年
貢
か
ら
税
金
へ
の
移
り
変
り

税
務
研
究
部
会

�

月
研
修
会

㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇

土
地
の
所
有
権
が
認
め
ら
れ
た
。

そ
れ
に
よ
り
土
地
の
売
買
も
可
能

と
な
っ
た
。
地
券
は
土
地
の
権
利

書
だ
け
で
な
く
課
税
と
納
税
の
証

書
で
も
あ
っ
た
。
明
治

年
に
土

22

地
台
帳
規
則
が
で
き
地
券
は
廃
止

と
な
り
、
そ
の
後
、
都
市
部
と
農

村
で
の
違
い
や
戦
争
等
に
よ
り
不

公
平
が
広
が
っ
た
た
め
明
治

年
、

43

宅
地
地
価
修
正
法
が
施
行
さ
れ
宅

地
化
す
る
都
市
部
の
租
税
収
入
が

増
加
し
た
。
よ
り
都
市
化
が
進
む

と
地
価
に
よ
る
課
税
で
は
公
平
を

保
て
な
く
な
り
昭
和
�
年
、
賃
貸

価
格
の
採
用
と

年
ご
と
の
土
地

10

の
賃
貸
価
格
見
直
し
で
地
価
決
定

し
税
率
を
�
・
�
％
か
ら
�
・
�

％
に
減
税
し
た
。
こ
れ
が
昭
和
の

地
租
改
正
と
い
わ
れ
た
。
そ
の
後

は
昭
和
恐
慌
の
影
響
で
地
方
荒
廃

が
広
が
っ
た
為
、
地
租
委
譲
論
が

起
こ
り
、
昭
和

年
道
府
県
へ
の

15

還
付
税
、
昭
和

年
地
方
財
源
に
、

22

昭
和

年
に
市
町
村
税
︵
固
定
資

25

産
の
一
部
に
組
込
︶
に
な
り
現
在

の
形
と
な
っ
て
い
っ
た
。

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変
わ
っ

て
い
っ
た
制
度
が
よ
く
分
か
り
、

江
戸
時
代
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
解
説

な
ど
楽
し
い
研
修
と
な
っ
た
。

講演する上田上席

ま
ち
の
美
化
に
是
非
、
ご
協
力
を

第

回
﹁
ま
ち
を
き
れ
い
に
﹂
の
実
施
ご
案
内

31実
施
日
時

�
月

日
㈯

18
午
前
�
時

分
～
同

時

分

30

11

30

※
雨
天
の
場
合
は
翌

日
㈰
に
順
延

19

時
間
は
同
じ

清
掃
場
所

江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
交
差
点
付
近

の
明
治
通
り
、
新
大
橋
通
り

集
合
場
所

江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

服

装

汚
れ
て
も
差
し
支
え
な
い
服
装
で
ご
参
加

下
さ
い
。
︵
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
手
袋
等
貸
与
︶

お
問
合
せ

江
東
東
法
人
会
事
務
局
ま
で

電
話

�
�
	



�
�
�
�

−
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

平
成

年
�
月

日
㈫
法
人
会

25

19

館
に
て
﹁
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
で
お
手
軽

申
告
～
源
泉
所
得
税
納
付
手
続
編

～
﹂
と
題
し
開
催
し
た
。

江
東
東
税
務
署
よ
り
山
本
副
署

長
に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
法
人
課

税
第
一
部
門
今
西
統
括
官
含
め
�

名
の
講
師
を
迎
え
、
今
回
は
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
を
各
人
�
台
ず
つ
用

意
し
て
実
際
に
操
作
を
体
験
し
な

が
ら
行
わ
れ
た
。

﹁
ｅ
-Ｔ

ａ
ｘ
ソ
フ

ト
︵
Ｗ
Ｅ

Ｂ
版
︶﹂

ｅ
-
Ｔ
ａ
ｘ
︵
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
︶
で
簡
単
申
告
！

源
泉
所
得
税
納
付
手
続
編

源
泉
部
会
�

月
研
修
会
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平成25年度 税務職員採用試験のお知らせ
人事院では、下記のとおり「平成25年度税務職員採用試験」を行います。

興味のある方は、税務署までお気軽にお問い合わせください。

記

◇ 受 験 資 格

① 平成25年�月�日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して�年

を経過していない者及び平成26年�月までに高等学校又は中等教育学校を卒業する見込みの者

② 人事院が①に掲げる者に準ずると認める者

◇ 申込書交付期間 平成25年�月13日㈪〜�月�日㈬（土・日曜日は除く。）

◇ 申込書受付期間

① インターネット 平成25年	月24日㈪〜�月�日㈬

② 郵送又は持参 平成25年	月24日㈪〜	月28日㈮

※ できるだけ、インターネットで申込みをしてください。

◇ 試 験 日

① 第�次試験 平成25年�月�日㈰

② 第�次試験 平成25年10月17日㈭〜10月25日㈮のうち、指定する日

※詳細については、お気軽に江東東税務署・総務課（℡03-3685-6311 内線2011）までお尋ねくだ

さい。

↓
オ
レ
ン
ジ
色
の
四
角
の
枠
に
囲

ま
れ
た
﹁
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
︵
Ｗ

Ｅ
Ｂ
版
︶
へ
﹂
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
す
ぐ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
画
面
を
表
示

し
、﹁
初
め
て
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用

さ
れ
る
か
た
へ
﹂
の
﹇
開
始
届
出

書
の
作
成
・
提
出
﹈
を
ク
リ
ッ
ク

し
氏
名
等
必
要
事
項
を
入
力
し
送

信
す
る
と
利
用
者
識
別
番
号
、
暗

証
番
号
が
即
時
発
行
さ
れ
る
。
そ

の
ま
ま
暗
証
番
号
を
入
力
し
て
ロ

グ
イ
ン
。
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
に
表

示
さ
れ
た
﹁
利
用
者
情
報
の
登

録
・
確
認
・
変
更
﹂
を
ク
リ
ッ
ク

し
利
用
者
情
報
を
登
録
し
て
完
了
。

あ
っ
と
い
う
ま
に
登
録
が
で
き
た
。

で
は
、
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
な
く
、
Ｗ

ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
。
初
め
て
利

用
す
る
場
合
の
開
始
届
出
書
の
オ

ン
ラ
イ
ン
提
出
か
ら
帳
票
の
作
成
、

送
信
ま
で
を
一
連
の
操
作
で
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
﹁
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
︵
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
︶﹂

次
は
源
泉
所
得
税
の
納
付
手
続

き
。
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
﹁
申

告
・
申
請
﹂
↓
新
規
作
成
欄
の
﹁
操

作
に
進
む
﹂
↓
﹁
給
与
所
得
・
退

職
所
得
等
の
所
得
税
徴
収
高
計
算

書
︵
一
般
︶﹂
↓
後
は
画
面
上
で
必

要
事
項
を
チ
ェ
ッ
ク
、
入
力
し
な

が
ら
﹁
次
へ
﹂
を
続
け
る
。
最
後

に
﹁
送
信
↓
は
い
﹂
で
完
了
︵
電

子
署
名
が
不
要
︶。
送
信
後
、
即

時
通
知
が
表
示
さ
れ
﹁
受
信
通
知

の
確
認
﹂
で
送
信
結
果
を
確
認
で

き
る
。
そ
の
ま
ま
納
付
手
続
へ
進

み
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
の
納
付
手
続
き
が
可
能
だ
。

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
は
納
付
日
を

指
定
し
て
納
付
し
た
り
、
税
理
士

が
納
税
者
に
代
わ
っ
て
納
付
手
続

き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
便

利
で
あ
る
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
は
分
か
り
や
す
い
画

面
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
講
義

で
も
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
は
社
会
的
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
の
手
続
き
が
よ
り
多
く

な
っ
て
い
く
の
で
、
実
際
の
操
作

を
体
験
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な

研
修
と
な
っ
た
。

山本副署長

パソコンを使用しての研修
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

わがまち
城東
その 7

連載
カ
ゼ
退
散
・
石
井
神
社

亀
戸
四
丁
目

亀
戸
�
丁
目
の
名
所
旧
跡
の
散

歩
を
お
え
一
息
い
れ
て
、
亀
戸
�

丁
目
の
町
に
き
ま
し
た
。

こ
の
町
も
石
井
神
社
・
水
神

社
・
東
覚
寺
の
金
石
文
・
常
光
寺

の
六
阿
弥
陀
な
ど
旧
跡
が
多
い
。

順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
石
井
神
社

亀
戸
�
丁
目

番
地
の
北
十
間

37

川
の
土
手
下
に
近
い
と
こ
ろ
に
小

さ
な
神
祠
が
あ
る
。
そ
れ
が
石
井

神
社
一
名
お
し
ゃ
も
じ
稲
荷
と
呼

ば
れ
、
こ
の
あ
た
り
で
よ
く
知
ら

れ
た
流
行
神
で
あ
る
。
神
前
に
は

奉
納
の
飯
杓
子
が
沢
山
そ
な
え
ら

れ
て
あ
る
。

こ
の
社
の
祭
神
は
、
級
長
彦
命
、

津
長
井
命
、
岡
象
女
命
の
三
柱
で

あ
っ
て
、
じ
つ
は
稲
荷
で
は
な
い

が
一
般
か
ら
稲
荷
と
思
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
石
井
神
社
は
神
祠
で
は

あ
る
が
時
代
の
変
遷
で
、
社
号
も

祭
神
も
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
関
東
に
多
く
あ
る
石
神
社
の
一

つ
。わ

が
国
の
民
間
信
仰
の
な
か
に

石
神
と
称
す
る
神
が
あ
っ
て
、
広

義
で
い
う
と
種
類
は
と
わ
ず
石
を

神
体
と
す
る
信
仰
で
あ
り
、
狭
義

で
は
石
器
時
代
の
石
棒
が
地
中
か

ら
発
見
さ
れ
た
も
の
を
神
体
と
す

る
神
祠
で
あ
っ
て
昔
は
多
か
っ
た
。

石
神
の
文
字
は
﹁
し
ゃ
く
じ
ん
﹂

と
読
み
、
し
ゃ
く
じ
ん
↓
し
ゃ
く

し
↓
お
し
ゃ
も
じ
と
転
義
し
た
の

で
飯
杓
子
を
奉
納
し
て
供
養
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
石
神
を
せ

き
の
か
み
と
読
み
、
咳
の
病
を
な

お
す
神
と
し
て
信
仰
し
参
詣
者
が

多
い
。
咳
で
病
む
人
は
神
社
か
ら

お
し
ゃ
も
じ
を
一
本
借
り
て
、
こ

れ
を
自
宅
で
神
体
と
し
て
祭
り
病

気
平
癒
を
祈
願
し
、
め
で
た
く
病

百
年
続
く
企
業
を
め
ざ
そ
う

経
営
研
修
会

が
な
お
れ
ば
お
礼
に
、
新
し
い
飯

杓
子
と
、
も
と
の
お
し
ゃ
も
じ
と

あ
わ
せ
て
二
本
に
し
て
神
社
に
か

え
す
の
が
慣
例
に
な
っ
て
い
る
。

カ
ゼ
退
治
の
神
さ
ま
と
し
て
こ

の
石
井
神
社
の
ほ
か
に
、
下
町
に

は
も
う
一
社
有
名
な
神
さ
ま
が
い

る
。
そ
れ
は
隣
の
墨
田
区
の
弘
福

寺
︵
向
島
�
丁
目
�
︶
で
、
そ
の

�
月
�
日
㈮
に
法
人
会
館
に
お

い
て
経
営
研
修
会
を
会
員
・
非
会

員
あ
わ
せ
て

名
が
参
加
し
て
、

28

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
グ
ル

ー
プ
代
表
取
締
役
・
理
事
長
の
藤

間
秋
男
氏
を
講
師
に
迎
え
﹁
打
つ

手
は
ま
だ
あ
る
！
経
営

か
条
セ

10

ミ
ナ
ー
﹂
と
題
し
て
開
催
し
た
。

ま
ず
﹁
企
業
は

年
で
つ
ぶ
れ

30

る
﹂
と
新
聞
社
の
デ
ー
タ
を
紹
介

し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
四
代
続
く
百

年
企
業
に
な
る
た
め
の
、
成
長
し

続
け
る
仕
組
み
作
り
の
次
の

か
10

条
が
必
要
で
あ
る
。

第
�
条
＝
明
る
く
前
向
き
に
、

負
け
な
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
。

︵
業
績
が
悪
い
の
は
リ
ー
ダ
ー
の

責
任
︶
第
�
条
＝
打
つ
手
は
無
限

︵
諦
め
た
ら
打
つ
手
は
出
て
こ
な

い
・
し
ぶ
と
い
経
営
︶。
第
�
条

＝
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
づ
く
り
。

第
�
条
＝
社
員
と
共
有
す
る
経
営

理
念
の
作
成
・
改
善
。
第
�
条
＝

百
年
企
業
に
な
る
た
め
の
、
成
長

し
続
け
る
仕
組
み
づ
く
り
。

第
	
条
＝
顧
客
を
分
析
し
、
未

来
客
を
獲
得
す
る
。
第
�
条
＝
目

標
達
成
を
具
体
化
す
る
た
め
の
経

営
会
議
を
行
う
。
第


条
＝
人
事

経営10ヵ条に聞き入る受講者

現在の石井神社

境
内
に
禅
僧
風
外
和
尚
︵
寛
永
年

間
の
人
︶
が
刻
ん
だ
と
い
わ
れ
る

爺
婆
尊
の
石
像
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
象
に
咳
や
口
中
の
病
い
全

快
を
祈
願
し
、
叶
う
と
煎
豆
に
番

茶
を
添
え
て
供
養
す
る
そ
う
で
す
。

信
仰
の
起
源
は
風
外
和
尚
の
名

か
ら
で
あ
る
と
と
も
に
、
和
尚
の

父
親
が
ゼ
ン
ソ
ク
で
病
み
、
母
親

が
煎
豆
に
番
茶
で
看
病
し
て
い
た

か
ら
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

杓
子
に
煎
豆
と
番
茶
で
カ
ゼ
退

散
、
下
町
ら
し
い
庶
民
の
信
仰
が

今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。

カ
ゼ
の
特
効
薬
な
ら
ぬ
、
カ
ゼ

退
散
の
神
さ
ま
二
体
を
ご
紹
介
し

て
お
き
ま
す
。︵
昭
和

年
当
時

60

の
原
文
で
掲
載
︶

制
度
を
整
備
し
、
評
価
を
も
と
に

社
員
の
成
長
を
促
す
。
第
�
条
＝

財
務
・
税
務
に
強
く
な
り
、
お
金

の
動
き
を
把
握
す
る
。
第

条
＝

10

会
社
の
将
来
を
決
め
る
行
動
計
画

の
あ
る
経
営
計
画
の
作
成
。

藤
間
講
師
は
、
特
に
こ
の

か
10

条
の
中
で
、
将
来
を
見
据
え
た
経

営
理
念
の
構
築
が
重
要
と
力
説
さ

れ
て
講
演
を
結
ん
だ
。

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

講 師

藤間秋男氏



法人会ニュース 江 東 ひ が し平成 25 年 5 月 1 日 第 424 号 (�)

江
東
都
税
事
務
所
か
ら
お
知
ら
せ

�
月
か
ら
固
定
資
産
税
に
か
か

る
土
地
・
家
屋
の
価
格
な
ど
が
ご

覧
に
な
れ
ま
す
︵

区
内
︶

23

・
対
象

平
成

年
�
月
�
日
現
在
、

25

23

区
内
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
す

る
納
税
者

・
内
容

所
有
資
産
が
所
在
す
る
区
で
課

税
さ
れ
て
い
る
土
地
・
家
屋
な

ど
︵
縦
覧
帳
簿
︶

・
期
間

�
月
�
日
㈪
か
ら
�
月
�
日
㈪

ま
で

︵
土
・
日
・
休
日
を
除
く
︶

・
時
間

午
前
�
時
か
ら
午
後
�
時
ま
で

・
場
所

土
地
・
家
屋
が
所
在
す
る
区
に

あ
る
都
税
事
務
所

納
税
通
知
書
は
�

月
�

日
㈪

に

発
送
予
定
で
す
。

	

土
地
・
家
屋
が
所
在
す
る
区

：
に
あ
る
都
税
事
務
所

江
東
都
税
事
務
所

☎
�
�
︵
�

�
�
︶
�
�
�
�

㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇

P-B10031

発
行
・
公
益
社
団
法
人
江
東
東
法
人
会

江
東
区
亀
戸
�
︱

︱

☎
(
�

�
�
)
�
�
�
�

Ｆ
Ａ
Ｘ
(
�

�
�
)
�
�
�
�

発
行
人

松
本
光
史

編
集
人

三
浦
繁
夫

印
刷
・
三
報
社
印
刷
㈱

17

15

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
お
ス
ス
メ

事
前
に
税
務
署
に
届
出
を
す
れ

ば
、
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
で
電
子
申
告
送

信
を
し
た
後
に
、
届
出
済
み
の
預

貯
金
口
座
か
ら
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で

即
時
も
し
く
は
期
日
を
指
定
し
て

振
替
納
税
が
で
き
る
新
し
い
納
付

手
段
で
あ
る
。

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
①
税
務
署
や
金
融
機
関
に

出
向
く
こ
と
な
く
、
納
付
が
で
き

る
。
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
の
契
約
が
不
要
。
③
納
税
に

あ
た
り
手
数
料
が
掛
か
ら
な
い
。

④
電
子
証
明
書
が
不
要
な
の
で
源

泉
所
得
税
納
付
に
便
利
。

利
用
可
能
な
税
目
と
し
て
法
人

税
や
消
費
税
・
源
泉
所
得
税
等
の

納
税
が
可
能
で
あ
る
が
、
ｅ
-Ｔ

ａ
ｘ
で
納
付
情
報
を
登
録
す
れ
ば

全
税
目
の
納
税
が
可
能
に
な
る
。

実
施
に
あ
た
り
、
申
告
デ
ー
タ

の
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
送
信
が
前
提
だ
が
、

税
理
士
に
代
理
送
信
し
て
も
ら
っ

て
い
る
場
合
、
代
理
操
作
で
ダ
イ

レ
ク
ト
納
付
を
利
用
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇

管内法人数 4,756社 法人会員数 2,011社 加入率 42.28％（平成25年�月31日現在)

／／ ／バックナンバーはホームページをご覧ください。http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／
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◀行 事 予 定▶
�月
�日㈭ 新設法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署

会 議 室

13日㈪ 無料記帳相談・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

17日㈮ 源泉部会第39回通常総会 午 後 � 時 法 人 会 館

18日㈯ 第31回社会貢献活動「まちをきれいに」 午前�時30分 大 島 地 区

23日㈭ 北砂全支部 合同研修会 午 後 
 時 砂町文化センター

24日㈮ 第�回 理事会 午 後 � 時 法 人 会 館

e-Tax推進協議会 午後�時30分 法 人 会 館

28日㈫ 亀戸第�支部研修会 午前10時30分 亀戸東地区集会所


月

�日㈫ 南砂第�、第�支部合同研修会 午前10時30分 南砂西四集会所


日㈭ 源泉部会研修会

テーマ及び講師未定

午 後 � 時 法 人 会 館

11日㈫ 東砂第�支部研修会 午 後 
 時 東砂南地区集会所

13日㈭ 第�回通常総会 午 後 � 時 アンフェリシオン

14日㈮ 無料記帳相談・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

決算法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署

会 議 室

19日㈬ 税務研究部会研修会

テーマ及び講師未定

午 後 � 時 法 人 会 館

�月

�日㈭ 決算法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署

会 議 室

12日㈮ 無料記帳相談・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

26日㈮ 第�回 理事会 午 後 � 時 亀 戸 天 神 社

理事・部会合同役員会 午 後 � 時 亀 戸 天 神 社

◎内容・講師が未定となっている各部会の研修会等は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページを

ご覧になって下さい。

◎各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは次まで。 ☎03-3684-2303


